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Device for people with schizophrenia to maintain
community life
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 
統合失調症者が地域での生活を維持するためには自己効力感が必要であり､ その自己効力感は生活を維持
するため様々な工夫をし､ 成功体験を重ねていくことで強められると考えた｡ 本研究では､ 統合失調症者が
地域生活を維持するための工夫を自己効力感に焦点を当てて明らかにしていくことを目的とし､ 地域で暮ら
す対象者６名に対して半構成的インタビューガイドを用い面接を行った｡ 結果､ ｢統合失調症者が地域生活を


























て､ ｢自己効力感｣ ｢工夫｣ ｢精神障害者｣ ｢統


























































































職場) は無理ですけど､ (専門分野を) 教えた
り､ 専門性を活かした方が収入にもつながる
し｡ 余裕のあるときには (専門分野の) 勉強









































































































ない｡ １回ね､ (他者の) もめごとあったの


























































することで仕事を続けていた｡ また､ ｢ (デ
イケアへは交通機関で) 来ていることになっ



























































肪が多いって言われて｡ (ケースＡ)｣ や ｢栄
養指導受けましてね｡ コロッケ食べたら (尿
酸値) 上がるんです｡ 気をつけてます｡ (ケー
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